
コ
ロ
ナ
感
染
を
予
防
し
、

事
業
を
安
全
に
再
開
す
る

た
め
と
し
て
、
プ
ロ
野
球

会
で
は
定
期
的
に
選
手
全

員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

す
る
そ
う
で
す
。

な
ら
ば
休
業
で
き
ず
、

し
か
も
「
３
蜜
」
状
態
に

お
か
れ
る
医
療
、
介
護
、

保
育
・
障
害
者
福
祉
施
設

な
ど
で
は
、
国
の
責
任
で

職
員
や
患
者
・
利
用
者
な

ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
定
期

的
に
実
施
、
安
全
な
職
場

を
確
保
す
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
す
。
今
、
こ
れ

ら
の
職
場
で
は
感
染
状
況

が
把
握
で
き
な
い
た
め
、

毎
日
「
極
度
の
緊
張
」
状

態
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

県
保
険
医
協
会
が
行
っ

た
調
査
（
関
連
記
事
４
面
）

に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
患
者
の
受
診
抑
制
で
経

営
は
平
均
で
医
科
８
割
、

歯
科
で
は
７
割
の
施
設
で

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

由
利
組
合
総
合
病
院
で

は
、
感
染
者
が
出
た
た
め

外
来
診
療
を
２
週
間
中
止

に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、

深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し

た
。診

療
報
酬
は
２
０
１
０

年
以
降
連
続
引
き
下
げ
ら

れ
、
そ
れ
に
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
す
。
医
療
機
関
か
ら

は
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。介

護
施
設
も
通
所
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
中
心
に
事
業

継
続
に
か
か
わ
る
大
き
な

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
４
面
）

２
１
回
総
会
で
は
介
護

事
業
所
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

は
じ
め
国
、
自
治
体
へ
の

コ
ロ
ナ
対
策
要
望
等
を
議

論
、
課
題
や
運
動
方
針
を

確
定
し
ま
す
。

（1） 社保協通信№116 2020年7月6日 E-mail akisya8356353@yahoo.co.jp

秋
田
県
社
保
協

７
月
１
１
日
（
土
）

第
２
１
回
総
会

開
催

秋
田
県
社
保
協
第
２
１
回
総
会
は
、
７
月
１
１
日
（
土
）
午
前
１
０
時
か
ら
、

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
尚
、
芝
田
英
昭
教
授
（
立
教
大
学
）

講
演
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
か
ら
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
国
保
税
子
供
の
均
等
割
額
の
減
免
を
検
討
す
る
自
治
体
の
増
加
、

公
立
・
公
的
病
院
再
編
統
合
問
題
で
は
全
県
の
市
町
村
議
会
で
意
見
書
が
採
択
さ

れ
、
保
育
副
食
費
補
助
な
ど
で
運
動
が
前
進
し
ま
し
た
。
い
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多

く
の
県
民
が
新
た
な
苦
し
み
の
中
に
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
・
福
祉
に
対
し
て
も

国
、
自
治
体
が
し
っ
か
り
対
策
す
る
よ
う
運
動
を
進
め
ま
す
。

№116
2020年7月6日

秋田県社会保障推進協議会
秋田市中通6丁目1-56-5

電話 018-835-6354

Fax 018-832-0203

（４） 社保協通信№116 2020年7月6日 E-mail akisya8356353@yahoo.co.jp

夏
至
が
過
ぎ
今
年
も
折
り

返
し
た
。
日
常
に
コ
ロ
ナ

禍
が
な
い
交
じ
り
心
ざ
わ

つ
く
日
々
が
過
ぎ
る
。
こ

の
厄
災
は
「
今
だ
け

自

分
だ
け

金
だ
け
」
の
あ

り
様
を
見
直
し
、
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
、
不

安
を
の
り
越
え
ど
こ
に
漕

ぎ
出
す
べ
き
か
、
を
私
達

に
問
う
て
い
る
。
混
乱
の

中
、
見
識
あ
る
人
々
が
確

信
を
持
っ
て
そ
れ
に
応
え

論
じ
始
め
て
い
る
。
一
日

も
早
く
、
差
別
な
い
命
と

生
活
を
目
指
し
て
と
も
に

漕
ぎ
出
し
て
い
き
た
い
。

６
月
２
５
日
に
名
古
屋

地
裁
は
「
い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
」
で
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
を
不
当
と
す

る
原
告
請
求
を
棄
却
す
る

判
決
を
だ
し
た
。

非
正
規
労
働
者
が
２
千

万
人
を
こ
え
、
社
会
保
障

切
捨
て
の
も
と
、
生
活
保

護
申
請
が
激
増
し
て
い
る
。

申
請
を
受
付
け
な
い
「
水

際
作
戦
」
の
増
加
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

困
難
な
中
、
生
き
る
必

要
な
も
の
を
権
利
と
し
て

頑
張
る
原
告
を
励
ま
し
て

い
こ
う
。
（
Ｇ
）

コ
ロ
ナ
対
策
に

万
全
を
つ
く
せ
！

も
う
待
て
な
い
！

秋
田
県
保
険
医
協
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
で
は
、

患
者
数
は
昨
年
の
４
月
と

比
較
で
は
、
医
科
で
８
割
、

歯
科
で
７
割
が
「
患
者
数

が
減
っ
た
」
と
回
答
、
収

入
に
つ
い
て
も
「
減
っ
た
」

と
の
回
答
が
医
科
で
８
割
、

歯
科
で
も
７
割
に
の
ぼ
り

ま
す
。
さ
ら
に
医
科
で
１

割
、
歯
科
３
割
で
診
療
日

数
の
制
限
や
休
診
、
休
診

予
定
と
回
答
、
医
療
機
関

の
日
常
診
療
、
経
営
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

医
療
物
資
の
在
庫
で
は
、

医
科
・
歯
科
と
も
マ
ス
ク

や
手
指
消
毒
剤
の
「
充
足
」

が
５
割
に
満
た
な
い
状
況

で
あ
り
、
「
在
庫
な
し
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
防
護
服
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
で
も
、
医
科
で
約
半

数
が
「
在
庫
な
し
」
、
歯

科
で
防
護
服
に
つ
い
て
約

半
数
が
「
在
庫
な
し
」
と

回
答
、
不
足
が
深
刻
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
「
検

査
の
依
頼
が
あ
っ
た
」
と

す
る
回
答
が
６
割
以
上
、

さ
ら
に
そ
の
中
の
６
割
以

上
が
「
検
査
を
拒
否
さ
れ

た
」
と
回
答
さ
れ
、
医
師

が
必
要
と
判
断
し
て
も
保

健
所
か
ら
拒
否
さ
れ
る
な

ど
、
不
安
の
な
か
診
療
を

し
て
い
る
」
等
、
現
場
か

ら
の
切
実
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
・
自
治
体
へ
の
要
望

で
は
、
医
科
歯
科
と
も
に

「
損
失
補
償
」
の
支
援
策

を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

＊日時詳細は

同封チラシ参照

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」

全
国
最
初
の
判
決

新型コロナウイルスの影響
新型コロナウイルス感染拡大で秋田の医療・介護施設ではどんな影響がでているの
か、秋田県保険医協協会緊急アンケート結果と渡部幸雄介護部会⾧（ケアマネジャー）
からの実態報告です。

県
保
険
医
協
会
調
査

医
科
８
割
、
歯
科
７
割
で
減
収

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
よ
り

患
者
激
減

医
科
１
割
歯
科
３
割

診
療
日
制
限
や
休
診

Ｐ
Ｃ
Ｒ
保
健
所
か
ら

検
査
拒
否

不
安
の
中
、
診
察

マ
ス
ク
や
手
指
消

毒
剤
資
材
不
足
深
刻

「
損
失
補
填
」
支
援

多
く
の
事
業
所
で
「
自
分
の
事
業
所

か
ら
新
コ
ロ
ナ
感
染
は
出
し
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
過
度
な
対
応
と
も
言

う
べ
き
対
応
状
態
が
発
生
。

①
面
会
制
限
②
職
員
へ
私
生
活
含
め
て

徹
底
し
て
自
粛
生
活
」
を
指
示
、
管
理

者
は
現
場
職
員
へ
の
注
意
喚
起
に
必
死
。

特
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
は
仕

事
、
私
生
活
面
で
精
神
的
負
担
が
大
き

い
。
「
自
分
が

感
染
を
持
ち
こ

ん
だ
ら
ど
う
し

よ
う
…
」
と
思
い
詰
め
不
安
感
が
大
き

く
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る

状
態
。

②
県
外
か
ら
家
族
、
親
族
が
来
た
場
合

は
、
ど
こ
の
都
道
府
県
か
ら
来
た
場
合

で
も
２
週
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
止
。

ど
ん
な
ケ
ー
ス
で
も
「
２
週
間
自
宅
待

機
し
て
下
さ
い
」
と
の
対
応
。
当
然
一

人
暮
ら
し
の
ケ
ー
ス
の
場
合
孤
立
状
態

に
な
る
問
題
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
よ
り

報
告
。
福
祉
的
視
点
や
「
生
活
を
支
え

る
」
な
ど
到
底
考
え
ら
れ
な
い
状
態
。

③
全
国
的
に
介
護
事
業
所
の
収
入
減
少

と
の
報
告
が
あ
る
。
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
減
収
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
秋
田
市
内
で
は
若
千
の
利
用
控
え

が
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
「
利
用

控
え
、
制
限
」
の
影
響
は
少
な
い
。
感

染
者
発
生
が
な
い
、
少
な
い
地
域
性
か
。

●
混
乱
と
感
染
へ
の
恐
怖
が
拡
大
し
、

利
用
者
の
生
活
支
え
る
、
絆
、
人
間
関

係
」
が
希
薄
に
な
つ
た
。

●
「
こ
の
家
の
人
は
介
護
施
設
に
勤
務

し
て
い
る
」
な
ど
介
護
職
員
へ
の
「
風

評
被
害
」
も
で
て
い
る
。
介
護
人
材
不

足
中
で
「
使
命
感
」
で
必
死
に
働
く
介

護
従
事
者
へ
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

（
介
護
部
会
長

渡
部
幸
雄
氏
談
）

介
護
職
場

「
感
染
恐
怖
」
で
メ
ン
タ
ル
に

外来患者数

国、自治体への支援

防護服

ＰＣＲ検査依頼

県保険協会アンケートより

保険診療収入

国
、
自
治
体
は

抜
本
支
援
を
！



秋
田
県
で
は
４
８
名
が

秋
田
地
裁
に
提
訴
、
こ
れ

ま
で
２
８
回
の
口
頭
弁
論

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
２
０
０

８
年
か
ら
３
年
間
で
４
・

７
８
％
も
の
物
価
下
落
が

あ
っ
た
と
し
て
「
デ
フ
レ

調
整
」
す
る
た
め
生
活
扶

助
基
準
を
引
き
下
げ
た
と

し
て
い
ま
す
が
、
引
き
下

げ
を
決
め
る
生
活
保
護
基

準
部
会
の
検
証
も
一
切
経

ず
、
厚
生
労
働
省
が
独
断

で
「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ

Ｉ
（
消
費
者
物
価
指
数
）
」

と
い
う
全
く
独
自
の
計
算

方
式
を
つ
く
り
だ
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

名
古
屋
地
裁
で
は
生
活

保
護
基
準
部
会
委
員
長
代

理
の
岩
田
正
美
教
授
も
原

告
側
証
人
と
な
り
、
「
議

論
も
し
て
い
な
い
の
で
デ

フ
レ
調
整
を
容
認
し
て
い

な
い
」
と
証
言
、
さ
ら
に

統
計
学
の
上
藤
教
授
や
白

井
康
彦
中
日
新
聞
記
者
等

は
「
デ
フ
レ
調
整
は
、
生

活
保
護
世
帯
の
消
費
実
態

と
か
け
離
れ
た
ウ
エ
イ
ト

（
購
入
割
合
）
を
前
提
に

計
算
さ
れ
て
い
る
。
物
価

下
落
率
は
国
際
基
準
を
外

れ
た
計
算
方
式
」
な
ど

「
厚
労
省
の
引
き
下
げ
は

「
物
価
統
計
偽
装
」
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

（
同
封
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
チ
ラ
シ
参
照
）

判
決
で
名
古
屋
地
裁
の

角
谷
昌
毅
裁
判
長
は

①
憲
法
２
５
条
の
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
」
は
具
体
的
な
水
準

が
変
動
し
得
る
こ
と
を
予

定
し
て
お
り
、
生
活
保
護

制
度
の
後
退
を
禁
じ
て
い

な
い
。

②
物
価
下
落
を
反
映
し
た

こ
と
で
実
質
的
に
当
時
の

生
活
保
護
費
は
増
え
た
と

評
価
で
き
、
判
断
が
不
合

理
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

③
一
般
世
帯
の
消
費
支
出

を
も
と
に
支
給
額
を
算
出

す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。

④
専
門
家
の
検
討
を
経
て

い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、

そ
の
判
断
過
程
や
手
続
き

に
過
誤
、
欠
落
が
あ
っ
た

と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い

そ
の
上
で
、
生
活
保
護
費

を
引
き
下
げ
る
と
い
う
当

時
の
厚
生
労
働
大
臣
の
判

断
は
「
国
民
感
情
や
国
の

財
政
事
情
を
踏
ま
え
た
も

の
」
で
あ
り
、
生
活
扶
助

基
準
を
改
定
す
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
考

慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
「
明
ら
か
で
あ
る
」

な
ど
と
し
て
、
こ
と
ご
と

く
原
告
の
訴
え
を
退
け
ま

し
た
。

（3） 社保協通信№116 2020年7月6日 E-mail akisya8356353@yahoo.co.jp （2） 社保協通信№116 2020年7月6日 E-mail akisya8356353@yahoo.co.jp

要
請
で
県
社
保
協
の
佐

竹
事
務
局
長
は
「
湖
東
厚

生
病
院
を
は
じ
め
と
す
る

秋
田
の
５
病
院
の
再
編
統

合
の
見
直
し
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
は
、
県
内
２

５
す
べ
て
の
市
町
村
議
会

と
県
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
医
療
に
欠
か

せ
な
い
と
の
地
域
住
民
の

強
い
思
い
が
示
さ
れ
た
結

果
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
治

療
で
も
多
く
の
公
立
・
公

的
病
院
は
感
染
病
床
を
か

か
え
、
さ
ら
に
積
極
的
に

コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
る

な
ど
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
感
染
者
の
増

加
で
都
市
部
で
は
重
傷
者

の
入
院
ベ
ッ
ド
が
不
足
す

る
な
ど
、
医
療
崩
壊
の
危

険
が
せ
ま
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
感
染
拡
大
が
今

ま
た
懸
念
さ
れ
る
中
、
公

立
・
公
的
病
院
の
再
編
・

統
合
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

直
ち
に
見
直
す
よ
う
国
に

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
要
請
参
加
者
か

ら
は
「
病
院
再
編
統
合
は

イ
ー
ジ
ス
の
よ
う
に
き
っ

ぱ
り
撤
回
し
て
ほ
し
い
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
患
者
減
や

予
防
の
た
め
の
受
け
入
れ

制
限
で
医
療
機
関
の
減
収

が
激
し
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
病
院
が
立
ち
行
か
な
く

な
る
早
急
に
何
ら
か
の
補

填
を
考
え
て
ほ
し
い
。
」

「
効
率
や
採
算
だ
け
で
医

療
合
理
化
を
す
す
め
る
こ

と
は
誤
り
。
無
駄
に
見
え

る
が
余
裕
が
重
要
」
「
医

療
現
場
は
以
前
か
ら
医
師
、

看
護
師
不
足
。
そ
こ
に
コ

ロ
ナ
感
染
が
お
き
疲
弊
し

き
っ
て
い
る
。
早
急
に
人

員
体
制
を
改
善
し
て
ほ
し

い
」
「
医
療
関
係
者
の
感

染
で
ヘ
イ
ト
ま
が
い
の
事

態
も
起
こ
っ
て
い
る
。
対

策
を
強
め
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
要
望
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

地域医療を守る共同行動秋田連絡会 県知事へ要請

コロナ感染が続く中、医療崩壊を防ぐため

公立・公的病院再編・統合は見直しを！

６
月
２
６
日

県
社
保
協
、
県
医
労
連
、
県
労
連
、
自
治
労
連
県
本
部
、
県
国
公
、
県
民

医
連
な
ど
６
団
体
で
構
成
す
る
「
地
域
医
療
を
守
る
共
同
行
動
あ
き
た
連
絡

会
」
は
６
月
２
６
日
（
金
）
、
秋
田
県
知
事
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
不
安
が
続
く
中
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
公
立
・
公
的
４
２
４
病

院
の
再
編
統
合
の
見
直
し
を
国
に
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
連
絡

会
か
ら
は
８
名
、
県
か
ら
は
県
健
康
福
祉
部
長
，
次
長
、
課
長
等
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
終
了
後
、
記
者
会
見
も
行
い
ま
し
た

★
連
絡
会

イ
ー
ジ
ス
の
よ
う
に

き
っ
ぱ
り
撤
回
を
！

効
率
や
採
算
だ
け

で
病
院
の
再
編
・
統

合
は
誤
り
！

「
判
断
が
不
合
理

と
は
言
え
な
い
」

と
し
て
原
告
の
訴

え
こ
と
ご
と
く
否

定

「生活保護引き下げは憲法25条に違反するとして」全国30カ所、1025名が提訴している
生活保護違憲訴訟に対する最初の判決が6月25日、愛知県名古屋地裁からだされました。
判決は原告の訴えを「棄却」する不当な判決です。原告は直ちに控訴手続きに入りました。

★
連
絡
会

医
療
崩
壊
防
ぐ
た
め

病
院
の
再
編
・
統
合

は
直
ち
に
見
直
し
を

全
生
連
会
長
代
行

吉
田
松
雄
氏
は
次

の
よ
う
な
「
怒
り
の
声
明
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
は
、

安
倍
・
自
民
党
の
「
１
割
削
減
」
選
挙

公
約
を
実
行
す
る
た
め
に
、

「
物
価
下
落
」
「
歪
み
調
整
」

な
ど
と
す
る
デ
ー
タ
を
ね
つ

造
・
偽
装
し
、
保
護
利
用
者

の
声
を
聴
か
ず
に
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
保
護
利
用
者
は
、
食
費
、
入
浴
、

衣
料
費
、
交
際
費
の
支
出
を
減
ら
し
、

「
生
き
る
の
が
や
っ
と
」
の
生
活
を
強

い
ら
れ
て
お
り
、
一
日
で
も
早
く
生
存

権
を
回
復
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
低
所
得
者
ほ

ど
犠
牲
者
が
多
数
と
な
り
、

日
本
の
社
会
保
障
が
脆
弱

な
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
全
国

の
地
裁
で
「
社
会
保
障
充
実
へ
の
転
機

と
な
っ
た
」
と
言
え
る
勝
利
を
勝
ち
と

る
た
め
に
、
全
国
の
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

物
価
下
落
を
偽
装

し
た
生
活
扶
助
基

準
引
き
下
げ
が
争

点
に

秋
田
県
４
８
名
提
訴

生活保護基準引き下げ違憲訴訟 愛知で不当判決！

怒
り
の
声
明

秋
田
県
で
名
指
し
さ
れ
た
５
病
院

●
大
館
市
立
扇
田
病
院

●
独
立
行
政
法
人
地
域
機
能
推
進
機
構
秋
田
病
院

●
湖
東
厚
生
病
院

●
横
手
市
立
大
森
病
院
●
羽
後
町
立
羽
後
病
院

佐
々
木
薫
県
健
康
福

祉
部
長
は
「
地
域
医
療

構
想
は
地
域
で
必
要
な

医
療
を
確
保
し
て
い
く

た
め
の
も
の
。
こ
れ
ま

で
感
染
症
病
床
等
に
つ

い
て
は
地
域
医
療
調
整

会
議
の
中
で
は
議
論
し

て
こ
な
か
っ
た
。
国
か

ら
の
議
論
の
方
向
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
調

整
会
議
が
再
開
さ
れ
れ

ば
感
染
症
病
床
に
つ
い

て
ど
う
す
る
の
か
最
初

に
議
論
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
」
と
見
直
し

が
必
要
と
の
認
識
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

★
県
健
康
福
祉
部
長

「
コ
ロ
ナ
の
感
染
ふ
ま
え
る
と
地
域
医
療
構

想
の
見
直
し
も
必
要
」
と
回
答

憲
法
学
者
の
木
村
草
太

都
立
大
学
教
授
は
、
判
決

は
法
律
も
文
言
も
無
視
し

て
い
る
と
し
て
「
法
治
国

家
の
放
棄
」
と
強
く
批
判

し
た
上
で
、
「
人
が
、
最

低
限
度
の
生
活
を
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
一
部

の
人
が
抱
く
生
活
保
護
受

給
者
へ
の
反
感
や
、
国
の

財
政
状
況
に
よ
っ
て
決
ま

る
事
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
所
に
は
、
国
が
、

適
切
な
資
料
・
根
拠
に
基

づ
き
、
合
理
的
な
判
断
を

し
て
い
る
か
を
監
視
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。
控
訴

審
で
は
、
生
活
保
護
は
、

「
要
保
護
者
の
年
齢
別
、

性
別
、
健
康
状
態
等
そ
の

個
人
又
は
世
帯
の
実
際
の

必
要
の
相
違
を
考
慮
し
て
、

有
効
且
つ
適
切
に
行
う
」

と
い
う
原
則
を
し
っ
か
り

確
認
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

木
村
草
太
教
授

「
法
治
国
家
の
放
棄
」
と
批
判

佐々木薫県健康福祉部長に

要請書を手渡す県社保協佐竹事務局長


